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慣行栽培における耐塩性水稲品種「Kaij i n」の収量性および食味関連理化学特性
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Yielding ability and physicochemical characteristics related to eating quality in salt-tolerant 

rice variety “Kaijin”under normal salt-free cultivated condition. 
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2011年3月の東日本大震災によって，東北・関東

地域太平洋沿岸の農地23600haが津波を被り（農林

水産省 2011），水稲生産現場では塩害発生が懸念さ

れた.Takagiら（2015）は，塩害への対策として

耐塩性に優れた水稲品種の育成に取り組み， Ethyl

methanesulfona te (EMS）を変異源に作出した6,000

系統の「ひとめぼれ」突然変異系統から耐塩性を示す

変異体hstlを見出し，原因遺伝子を同定するとともに，

「ひとめぼれ」を戻し交配することで実用的な耐塩性

品種「Kaijin」（かいじん）の育成を 3年間という短

期間に達成している．幼苗期の0.375%,0. 75%のNaCl

溶液2週間処理および、水田圃場での塩水処理試験にお

いて，「ひとめぼれ」と比べてhstlは明らかに生育が

良く，新鮮重や収量の低下が小さいことが報告され

ている（Takagiet al. 2015）.また，次世代シーケン

サーによる全ゲノム解析から，「Kaijin」と「ひとめ

ぼれ」の聞には僅か201カ所の一塩基多型 (SNP）の

違いしかないことが明らかにされており，耐塩性以外

の特性に大きな品種間差異はないことが示唆されてい

る（Takagiet al. 2015). 

これまでに，個体レベルで粗籾重を比較し，「Kaijin」

の収量性は「ひとめぼれ」と同等であることが報告さ

れているが（Takagiet al. 2015），坪刈り試験等によ

る群落レベルで、の収量性比較に関する報告はない．

そこで本研究は，塩害のない圃場において慣行栽培

した耐塩性水稲品種「Kaijin」の収量性と食昧関連特

性について，「ひとめぼれ」との品種間差異を明らか

にすることを目的に実施した．

材料および方法

2015年に岩手県農業研究センター圃場（北上市）に

おいて，水稲品種「ひとめぼれ」及び「Kaijin」を 1

株3本植え，栽植密度22.2株／rd, 2反復で栽培した．

lOa当り基肥としてN-P205-K20 = 6kg 6kg-6kgを，追

肥として幼穂形成期にNK20 = 2kg-2kgを施用した．

成熟期に90株を刈り取り，風乾後に脱穀調製し，簡1.9

mm 以上を精玄米重として収量を算出した．食味関連理

化学特性として， 90%精米した白米をブラベンダーテ

ストミルにて粉砕（80メッシュ）し， NIRFlexN-500 

（ビュッヒ社）によりタンパク質含有率を，オートア

ナライザ－ 3型（BLテック社）によりアミロース含

有率を，ラピッド・ビスコ・アナライザー（Newport

Sci巴ntific社）によりデンプン熱糊化特性を測定した．

玄米特性は，穀粒判別器RGQilOB（サタケ社）によ

り調査した．

結果

「ひとめぼれ」に比べて，「Kaiiin」の稗長および穂

長はやや短かった．穂数は「Kaijin」がやや多いものの，

一穂籾数は「ひとめぼれ」の64.5粒に対して「Kaijin」

は55.9粒と少ないことから， rd当り籾数は「ひとめぼ

れ」に比べて「Kaijin」で約9%少なかった．収穫期

の全重は「Kaiiin」が約7%小さく，収穫指数に品種

間差異はなかった．精玄米収量は，「ひとめぼれ」が

637g/rrf，「Kaijin」が588g/rrfとなり，49g/rrf（約8%) 

の品種間差異があった（第l表）．

玄米の形状は，「Kaijin」と「ひとめぼれ」で違い

はなく，整粒歩合にも差は認められなかった（第2表）．

食味関連成分では，「Kaijin」のタンパク質含有率

がやや高いものの，アミロース含有率は同等であった

（第3表）．デンプン熱糊化特性には，明確な品種間差

異は認められなかった（第3表）．

考察

本研究の結果とTakagiら（2015）の報告を比較す

ると，「ひとめぼれ」に比べて「KaiiinJは，稗長お

よび穂長がやや短く，穂、数がやや多く，収量が低い傾

向は同じであった．「ひとめぼれ」に対する「Kaijin」

の形質値の割合をみると，穂数が1.05とわずかに多い
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第1表収量および収量構成要素．

成熟期の形質 収量

品種 稗長 穂長 穂数 一穂籾数 m＇当り籾数 全重 粗籾重 収穫指数精玄米重玄米千粒重

cm cm ・本／m2 粒 粒Im' g/m' g/m' 粗籾重／全重 g/m' g 

Kaijin 77.5 18.2 526 55.9 29397 1264 728 0.576 588 23.8 

ひとめぼれ 80.4 19.0 503 64.5 32476 1359 793 0.584 637 23.9 

比（K•iiio／ひとめぼれ） 0.96 0.95 1.05 0.87 0.91 0.93 0.92 0.99 0.92 1.00 

＊全重および粗籾重は風乾重．精玄米重および玄米千粒重は含水率15%として算出。

第2表玄米の形状および整粒歩合． 第3表食味関連理化学特性．

玄米特性 タンパク質 アミロース デンプン熱糊化特性（RYU)

品種 長さ 中高 厚み 整粒歩合 品種 含有率 含有率 最高 最低ブレイク 最終 セット

mm 町lffi mm % % % 粘度 粘度 ダウン 粘度 ノえック

Kaijin 5.14 2.92 2.08 81.7 Kai1m 5.9 19.5 395 166 229 289 122 

ひとめぼれ 5.19 2.85 2.06 80.5 ひとめぼれ 5.6 19.4 399 158 241 277 119 

比（Koifto／ひとめぼれ） 0.99 1.02 1.01 1.01 比（K•iiio／ひ左めぼれ） 1.06 1.00 0.99 1.05 0.95 1.04 1.03 

＊整粒歩合は、穀粒判別器RGQilOB（サタケ社）によ
り測定。

ものの， l穂籾数が0.87と少なく，単位面積当り籾数

が0.91と少ないことが，「Kaijin」の収量が約8%低い

要因であると推察された．加えて，「Kaijin」は収穫

期の全重も小さく，「ひとめぼれ」に比べて乾物生産

能力がやや低いことも示唆された．一方で，玄米の形

状や品質に両品種間で差はなかった．「KaijinJの耐

塩性は， B-typeresponse regulator proteinをコード

する遺伝子OsRR22の機能欠失によって生じているこ

とが明らかにされているが，耐塩性メカニズムの詳細

は不明で、ある（Takagiet al. 2015）.「Kaijin」と「ひ

とめぼれ」のゲノムには201SNPsの違いしかないこ

とから， OsRR22の機能欠失が多面発現的に形態の僅

かな違いをもたらし，その結果として収量の差を生じ

させている可能性が示唆された．

食味に関連する白米成分では，タンパク質含有率が

僅かに高い傾向があった．この傾向は「Kaijin」育成

過程の調査でも確認されている（ひとめぼれ 6.6%,

Kaijin 7.5% ; 2014年， n=lO）.このタンパク質含有

率の差は，単位面積当り籾数の差に起因していること

が推察される． しかし，タンパク質・アミロース含有

率およびデンプン熱糊化特性ともに品種間差異は僅か

であり， Takagiら（2015）の報告のとおり，食味官

能評価に大きな影響は与えないと考えられる．

以上より，塩害のない圃場での慣行栽培における耐

塩性品種「Kaijin」の収量性は，「ひとめぼれ」に比

較してやや低いものの，玄米品質や食味関連理化学特

性に明確な品種間差異はないことから，「Kaijin」は

実用性に優れた品種である．収量低下の原因が耐塩性

原因遺伝子の多面発現によるものか解明が待たれる

が，多収性品種に「Kaijin」の耐塩性遺伝子を導入す

ることにより，塩害が懸念される不良環境地帯向けの

多収性品種の育成が期待される．
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